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海 外 拠 点 の 設 置・ 運 営 に あ た っ て の 課 題
特 に課題 はな い
グ ロー バ ル 化 を推 進 す る









出典 )経済 産 業 省
「グ ロー パ ル 人 材 育 成 に関す るアンケー ト調 査 」(2010年3月)
アンケー ト回 答 企 業 :259社(上場 企 業 201社、非 上 場 企 業 58社)
図1■ 海外拠点の設置・運営にあたつての課題→
新 入 社 員 の グ ロ ー バ ル 意 識
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■どんな 曰・ 地壇 で も口 きた い ■日・ 地鱚 によ って は働 きた い
●働 きた い とは思わな い
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平和村のスタッフや現場の運営への興味 2人 進路にとって有利な活動 2人





































































































































































































物事に真面目に取り組めない 1人 新しい事にチャレンジする機会が増えた 2人
周囲を信頼できない 1人 他人のために行動する喜びを知った 2人
計画性をもって行動できる 3人 周囲の考え方と相違が生じるようになつた 2人
















































いる組織 1人 変化なし 1人










国際協力活動をする現場 2人 自分の進路に大きな影響を受ける場 2人


























































































































































































































































































































子ども達が元気に過ごしている 1人 平和村の子供達が障害児である事に気付いた 1人
子ども達が障害者として思つていない 1人 子供達の国際理解が高められている 1人
子ども達との関わりの中で喜びや学びを 1人 子供達の栄養状態や怪我の重度差にショック 3人
与えたい を受けた




















































































































































































































国際協力に興味を持つていた 1人 日本が恵まれた環境であることを再認識した 1人

















































































もつべきだと感じた。       ´




































































































































































































































児童労働を防ぐNGOに就職する 1人 老人介護と障害者支援 1人
介護職 1人 障害者支援から海外で日本食の料理人 1人
未定 1人 ドイツにある日本企業に就職内定 1人
国内で就職活動 1人 障害者支援活動 1人





































































































































































































































































① 日常の生活に関する感覚の変化 7 23
② 生きるということの考え方の変化 10 33
③ 対人に対する感情の変化 5 17
④ ボランティア観の変化 9 30
⑤ 国際的な興味・関心の変化 14 47
⑥ 進路を見出した 7 23














































































































































































































































































































14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年
図 3‐8 総務省国勢調査平成22年度
若銅詈の労働状態の推移 1∂
5■25■Sノ
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2.活動前後のボランティア活動への参加状況の変化
図35の活動前のボランティア活動では、ボランティア経験者が28人中22人と
大半の回答者はボランティア経験がある。そのことから、元々ボランティアに対す
る興味・関心の高い者が多かったと思われる。また表32に示されるようにボラン
ティア活動の内容は多様であるが、傾向として障害者支援や国際協力活動、子ども
を対象とした支援など、平和村の活動分野と関係のある分野でのボランティア活動
が多い。表3-2と表}5の活動前後のボランティア活動の参加状況の変化をみると、
活動前に多かった障害者支援に参加する者が減り、子どもを対象とした活動に参加
している者はなかつた。それに比べ活動後、際立って増力日したボランティア活動が
①の国際協力に関係した活動である。28人の帰国者のうち20名が何らかの形で国
際協力に関係した活動に取り組んでいる。このことから、平和村のボランティア活
動の経験が国際協力活動への継続的な興味0関心を抱く要因になった事が伺える。
また、図3-3でボランティア経験のなかった6名のうち5名がボランティア活動に
参加するようになったという変化を示している。また残りの1名においても障害児
支援の仕事に就きながら海外ボランティア活動への興味を高めている事から、平和
村の活動を経験した事で、ボランティア活動への積極的な参力日の姿勢が見受けられ
る変化が示された。
3。 活動後の心理的変化
活動後の心理的変化で最も回答数が多かったことから、平和村のボランティア活
動に参加することで国際協力活動への参カロ意欲が高まり、考察2の活動前後のボラ
ンティア活動への参加状況の変化の結果に結びついていると考えられる。
次に回答数が多かった②生きるということの考え方の変化では、「日本の恵まれた
環境では気付かなかったが、子ども達の生きるということに対する命がけの姿勢か
ら、自分や家族など大切な人達を大切にできる生き方をしよう」という考え方に至
った者が多かった。そして次に「活動前は当たり前の幸せであり当たり前のことで
あったが、生きていることや健康であることに感謝する気持ちが芽生えた」と述ベ
ている者が多かった。生まれた時から紛争や貧困の中で育ち、深刻な怪我や病気を
抱えながらも生きる為に明るく、その日その一時を精一杯生きる子ども達の姿勢は、
日本で育った活動者達には経験した事がない人生であり、自身の今後の生き方を変
える程の衝撃を受けた活動となったことがと伺える。
次に回答者が多かった④のボランティア観の変化では、日本のボランティア活動
のイメージと海外におけるボランティア活動に違いを感じた事や、文化の違う国に
おいて初対面の人間達が限られた食料を分け合い共同生活をしながらボランティア
として働く活動期間で、ボランティア活動に参加したことの活動意義を新たに見出
す機会となったと思われる。その結果、活動者にとって「ボランティアとは何か」
を考え、捉え直す機会となったことが伺える。そしてその結果、帰国後の生活にお
いても、「自分に出来る事は何か」と自然に考えるように変容したと考えられる。
4.進路選択の変化
回答者の「活動前後の進路選択の変化」をみると図卜7に示すように「①進路未
定で活動に参カロし、活動中に活動後の進路が決定し、その方向に進んでいる」を選
択した者が最も多く、回答者の半分を占めた。このことから、①の傾向がある人は
国際協力活動に参加したことによつて、その後の進路決定に最も大きな変化を示す
ということが明ら力ヽこなつた。平和村のボランティア活動において様々な経験を積
む中で、葛藤し、自己理解を深めていき、今後の生き方を明確にする機会となった
と考える。
また、図3-乍1に示した15名のうち、平和村ボランティア活動後、仕事として
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国際協力活動を行つている者は5名、障害者支援の仕事に就いた者は4名、教員と
なった者は2名であった。活動により自分自身の内面に生じた各分野への問題意識
の高まりから、その分野で働き自ら取り組むという結果に至ったことが推察される。
次に②の「Aという進路を予定し渡独。帰国後もAの進路を継続中」と回答した
5名は(3人が国際協力分野での職に就き、2名が専門職への復職を果たしている。
このことから、②の傾向がある者は、平和村のボランティア以前より国際協力の分
野に対する活動参加の意欲が高く活動してきた者または、専門職従事者は、平和村
のボランティア活動に参加することによつて、前職の活動への意義や、やりがいを
再認識する機会となったと考える。そして、②と同数の回答者であった④の「Aと
いう進路を予定し渡独。活動中に予定を変更し帰国後はBの進路へと進む」と回答
した者5名のうち1名は帰国後の期間も短く再就職を検討中である。残りの4名は、
それぞれ子どもの心のケア、東日本大震災の復興支援、国際協力活動、障害児支援
の仕事に就いている。このことから、④に該当する者は(平和村で携わった活動内
容に対し、今後ボランティアではなく仕事として、専門的に取り組んでいこうと感
じる新たなやりがいや意義を自身に見出している。平和村のボランティア活動に参
カロすることで、活動前に予定していた進路から新たな「支援者」としての職種へ展
望を広げる機会となったと考えられる。
68
第4章総合考察
一国際協力活動に参加するボランティアの自己変咎
1.ボランティア活動に参加したことによる国際意識の変容
近年、国際協力活動が盛んとなつていることを第1章でも述べた。そしてその利
益は支援を受ける国に限るものでなく、社会全体やその活動者自身にとつても価値
のある活動であると言われている。その中でも、国際協力活動に参加した者に見出
される価値について今回の研究は焦′点をあて調査を行つた。
今回、調査の対象とした平和村のボランティアでは、紛争国や貧困国の子ども達
の中でも治療により助かる見込みのある子どもを、先進国の医療技術によって1鏃
し再び現地の家族の元に帰すという活動をする団体において、子ども達の治療期間
に施設に滞在する者の日常生活を世話するという内容であった。
平和村に来る子ども達はそれぞれの文化や宗教をもつ。多国籍・多文化の子ども
が言語の通じない状態で同じ住居において生活する事になっており、そういつた子
ども達の文化観の保障に対する配慮も必要とされる活動内容である。
また、当然であるが子ども達は現地では治療の見込みがない者が平和村に来てい
ることから、子ども達の病気やlXi我の重症度は高い。そうした子ども達の体調管理
が必要とされ、時として生命の危機が生じる可育旨性もあるため、ボランティアであ
るとしても子ども達の状態の変化に注意をはらいながら支援にあたることが求めら
れた。
また、研究1のインタビュー調査と研究2のアンケー ト調査によると、回答者は
ボランティア活動中の出会いや経験から、これまで自分が生まれ育った環境と、平
和村に来る子ども達の住む環境があまりに違うことを実感したことで様々な葛藤の
時期が生じた事が見受けられる。子ども達の明るく活発な様子の背景に広がる問題
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の深刻さを身近で感じる機会は、安全で豊かな暮らしが保障される環境で育ったボ
ランティア達にとつて大きな衝撃を受ける経験であったと推察できる。
そして、子ども達との出会いや別れを繰り返す一年間の間に、ボランティア達は、
子ども達は何故ひどしV怪我を負つているのか、どうして同じような奇形の状態の子
どもが同じ地域から多く平和村に来ているのか、また家族と離れ言葉の通じない土
地に一人で来なければ治療を受けることが出来ない人達がいることなど、多くの気
付きを得て国際問題への問題意識を高めている。
また、子ども達は平和村に来た時に初めて他国の環境や他文化を体験する。そう
した子ども達と出会い、間近で成長を見守り、時に苦難を共にし、別れを繰り返す。
その一年間の間に、平和とは何か、幸せとは何か、自分に出来ることは何か考える
中で、今後の自分の人生において、就職やボランティア活動など自身にあったスタ
イルにより、国際協力活動への参加を継続していく意義を見出したこと明らかとな
った。
2.活動者のボランティア観の変容
第2章の研究結果からは、平和村の活動に参加する前後におけるボランティア活
動への意識は大きく変容したことが見受けられた。
日本におけるボランティアの意識は、「自発的な意志に基づき他人や社会に貢献す
る行為」を指す7)と国が示すようにボランティアの自主性が尊重されている。参カロ
者のボランティア活動は意欲次第で充実度が変化する。また、ボランティアはあく
まで活動の補助的役割を担う存在である。それは活動前の回答者のボランティアに
対するイメージからも見受けられる。しかし、平和村におけるボランティアは上記
でも述べたように職員同様に子ども達への配慮が求められる。またボランティアに
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は職員同様に自身の仕事に責任感をもつて役割を果たすことが求められる。それに
より、平和村側が求めるボランティアに対する活動内容と、参加者が日本でイメー
ジしていたボランティアの活動内容には相違がみられた。参加者は活動を継続する
中で、ボランティア活動とは何か、また自身のボランティア活動に参加する意義と
は何か見つめ直す機会となつた。自己と向き合い、自分自身がこれまで当たり前と
考えていた価値観や生活スタイルから、 ドイツ人のボランティアに対する考え方や
平和村の子ども達が暮らす母国の状況を知る中で、活動に参加することへの責任感
を自覚し、一人の大人として、平和村の一職員として自分の役割を果たすことにや
りがいを見出している。また、この活動を通して、日本では経験し得なかつた日々
を過ごすことができたことや、また自己の成長にとって大変貴重な機会を得ること
ができたという結果からも、平和村におけるボランティア活動の重要隆を感じると
共に、活動者自身にとつても有意義な活動であるという気付きを得ている。このこ
とから、平和村の活動を継続的に行うことにより、活動によって自身の成長を実感
し、活動に参加することの意義を自分自身の利益として見出しているというボラン
テ才ア像の変容が見受けられた。
3.活動後の進路選択
柴田(20041による学生のボランティア活動における学びに関する研究では、国際
協力や平和、人権分野における活動が、「企画・調整能力」「キャリアビジョン」「問
題解決能力」といつた学生自身の将来設計の描きに影響を与えるような技術や技能、
思考を得ることにつながることを示唆している。また、国際協力や平和、人権分野
への関心は、必ずしも海外フィール ドでの活動を意味するものではなく、国内の身
近な地域の「内なる国際化」や識字といつた暮らしに根ざした問題と結びつきやす
いという調査結果を示している16)。
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本研究では、活動後の心理的変化の項目に関する結果から、柴田の研究で示され
た国際協力や平和、人権分野への関心が暮らしに根ざした問題と結びつきやすいと
いう調査結果と同様の変化を示した。また、インタビュー調査では社会人2名、大
学卒業後すぐに参加した者2名、在学中の参加者 1名を対象とし、アンケー ト調査
では社会人と大学卒業後すぐの参加者・在学者を半数ずつ対象者とした。柴田の論
文では学生を対象とし結果を示しているが、今回の調査により、学生に限らず社会
人においてもボランティア活動に参加することにより、進路選択に影響を与える気
付きや視野の広がりを見出す活動であること、そして活動後の生き方に大きな影響
を与えることが示された。
また、第2章の調査研究とその分析結果より、ボランティアの進路選択に関する
変化は、平和村のボランティア活動に参加したことによって、回答者の進路選択が
活動前に予定した進路から別の進路を選択するという変化が示された。特徴的に、
帰国後の進路として選択される分野は国際協力活動に携わる仕事、障害者支援に携
わる仕事が最も多かった。このことから、平和村の活動分野である国際協力活動に
携わることへの意義を見出す経験を得た回答者や、重度の怪我や慢性疾患を患って
いる子ども達との関わりから障害者問題に対する関心が高まり活動後の進路選択に
おいて自身の仕事として専門的に携わることへの魅力を感じさせる経験であったこ
とが伺える。
また、今回の調査で示された活動後の心理的変化の結果をみると、国際的な興味 0
関心が高まらたことは活動後の進路選択でも述べた。更に、次に回答数が多かった
「生きるということへの考え方の変化」に関する回答者の意見では、「幸せとは何か
考えるようになった」、「生きるとは何か子ども達から学び、帰国後の自分の生き方
に影響している」、「家族や自分の健康に感謝し、日々を大切に過ごすようになった」
などがあげられている。そして、「日常生活に関する感覚の変化」に関する回答者の
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意見では、「無駄遣いをしない生活を以前より心がけるようになった」、「活動前には
当たり前であった日常に対し、恵まれていると感じると感じるようになった」、「毎
日の生活がとても贅沢に思える」などがあげられている。平和村の活動は、国際協
力活動の一躍を担う存在であり、非常に重要な役害Jを果たしている。またその一方
で、平和村の活動に参加したボランティア達にとって、実際に自分の日で世界の現
状を見つめ、紛争や貧困の問題について触れ、自分自身も関わるべき重要な問題で
あるという意識が強く根付いたことがこのボランティア活動の最大の意義である。
そして、活動後の人生において、平和村で培った経験を生活の様々な場面で活かし、
公演会等を通して、世界の子ども達の現状や自身が平和村で出会った子ども達との
出会い 0経験を社会に向けて発信していくことが、国際協力活動における社会への
還元であり、平和に向けた取り組みとしての礎となるのではないかと考える。
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